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    サイエンス研究を行う意義と現在進めている研究テーマ、論文執筆状況 
2. 地磁気静穏日変化の長期変動 









    電磁エネルギーの下方伝搬 
②大気重力波 


















 バグ修正→ →GUIの時刻表記、解析ツールの100年問題の解決 
 機能追加→ →異種のデータ比較のための統計検定ツール開発 




     →→データ解析講習会、各種研究会での利活用の紹介、JpGUブース 
 開発プロダクトの利活用の国際展開および広報活動推進 
     →→海外における観測データ提供元への講習会、NewsLetter執筆 
             例：インドネシアのLAPAN研究機関に向けたWebEX講義 
 データ整備と利用の促進 






















  〇学会、研究会など： 多数(JpGU, SGEPSS, AGU etc.) 
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1.2 地磁気日変化(Sq: Geomagnetic solar daily quiet variation) 
○地磁気静穏日変化の振幅 
     アンペールの法則:J∝ΔB 
     オームの法則: 
 BUEJ 
○電離圏伝導度(Σ)の変化 
   太陽活動＝太陽紫外線変動 
   季節変化＝地球自転軸の傾き 
○起電力(UxB)の変化 

















































































  地磁気静穏日の閾値の具体化 




   〇太陽関連データ   
        太陽F10.7指数(1947年-2012年) (提供元：NGDC/NOAA) 
        太陽黒点数(1890-2012年) (提供元：SIDC) 
    〇地磁気関連データ 
         地磁気データ(1890年以降)：1時間平均値、180点以上 
       地磁気指数(Kp指数、1932年-2011年) ：3時間値 (京大地磁気センター)  
2.2 地磁気静穏日と地磁気静穏日変化振幅の同定方法 
 ○地磁気静穏日の決定方法：地磁気Kp指数の1日のデータの中で最大値が4未満 
  ○ 地磁気日変化振幅(Sq場)：1日の変化の最大と最小の差を1月平均値 




































































































































































    ただし、周波数解析の結果、太陽黒点数、F10.7から判断される太陽活動
度の大きさに対して、地磁気静穏日変化の振幅は線形的に比例しない。 
    また、4-5年以下の短周期成分は、お互いに相関しない。 
2. 太陽活動周期と差し引いた地磁気静穏日変化の振幅の長期変動は、必ず
しも増加傾向の経年変動を示すとは限らない。 
     したがって、Elias et al. [2010]で報告された地磁気静穏日変化の振幅の増
加傾向は普遍的なものではないことが判明した。 



















  1．太陽紫外線実データを用いたSq場の解析 
          Res-Sq場の振幅を求めるのに、F10.7指数ではなく、地球超高層大気
の電 離に効く紫外線データを利用する 
         Res-Sq場の振幅トレンドにどのような違いがあるかを考察する 
    2．電離圏電気伝導度モデル値を用いた定量的評価 




    1997年4月以降の太陽活動1周期以上のGPS-TEC値データとF10.7指数  
やEUVフラックスにどのような相関関係があるかを調査する 
4．太陽風の長期解析 
  極域Sqp場の振幅を決めているのは、太陽風であるため、この太陽活
動1周期でどのように太陽風と相関があるか調べる 
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